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問1 窒素の沸点はマイナス196度です。周囲の温度が20度であるとき、窒素はどのような状態で存在しますか。最も適切なものを選びなさい。
（2024年 青森公立入試 類似）

1. 固体 2. 液体 3. 気体 4. 固体と液体が混ざった状態

問2 一定の抵抗値を持つ抵抗器を用いた実験において、電源装置の電圧を3.0Vから6.0Vに変化させました。このとき、抵抗器で消費される電力は、
3.0Vのときと比べて何倍になりますか。 （2024年 青森公立入試 類似）

1. 2倍 2. 3倍 3. 4倍 4. 8倍

問3 太陽系において地球よりも内側の軌道を公転している金星は、日没後の西の空に見えることがあります。このときに観測される金星の名称と、
太陽から見た金星の位置関係の組み合わせとして正しいものはどれですか。 （2026年 青森公立入試 類似）

1. 名称は「宵の明星」であり、地球
から見て金星が太陽の東側に位置し
ている。

2. 名称は「宵の明星」であり、地球
から見て金星が太陽の西側に位置し
ている。

3. 名称は「明けの明星」であり、地
球から見て金星が太陽の東側に位置
している。

4. 名称は「明けの明星」であり、地
球から見て金星が太陽の西側に位置
している。

問4 凸レンズの焦点の内側に物体を置き、レンズ越しに像を観察する実験を行いました。このとき観察される像（虚像）の性質について述べたもの
として、最も適切なものはどれか選びなさい。 （2023年 青森公立入試 類似）

1. 実物と同じ向き（正立）で、物体
を焦点に近づけるほど像は大きくな
る

2. 実物と上下左右が逆（倒立）で、
物体を焦点に近づけるほど像は大き
くなる

3. 実物と同じ向き（正立）で、スク
リーンを置くとはっきりと映し出す
ことができる

4. 実物と上下左右が逆（倒立）で、
スクリーンを置くとはっきりと映し
出すことができる

問5 デンプン溶液を入れた試験管の口をアルミ箔でふさぎ、空気と遮断して実験を行うことがあります。この処置を行う理由として最も適切なもの
を次の中から選びなさい。 （2023年 青森公立入試 類似）

1. 試験管内の水分が蒸発して、溶液
中のデンプン濃度が変化するのを防
ぐため

2. 空気中に浮遊している微生物が試
験管内に侵入し、デンプンを分解す
るのを防ぐため

3. 空気中の二酸化炭素が溶液に混入
し、液性が酸性に変化して反応を妨
げるのを防ぐため

4. 空気中の酸素が試験管内の物質と
反応して、酸化反応が起こるのを防
ぐため

問6 音を伝える物質について正しく述べたものはどれか、次のうちから選びなさい。 （2024年 青森公立入試 類似）

1. 空気（気体）の中だけで伝わり、
水の中や金属の中では伝わらない。

2. 空気（気体）や水（液体）の中で
は伝わるが、金属（固体）の中では
伝わらない。

3. 空気（気体）、水（液体）、金属
（固体）のいずれの中でも伝わる。

4. 空気（気体）の中では伝わらない
が、水（液体）や金属（固体）の中
では伝わる。

問7 物体を一定の高さまで引き上げるとき、動滑車などの道具を使っても、使わずに直接引き上げる場合と仕事の大きさが変わらないという物理学
上の法則を何と呼ぶか。 （2025年 青森公立入試 類似）

1. 仕事の原理 2. エネルギー保存の法則 3. 慣性の法則 4. 作用・反作用の法則

問8 60℃の水100gが入った2つのビーカーに、それぞれ硝酸カリウムと塩化ナトリウムを限界まで溶かした。硝酸カリウムの溶解度は20℃で31.6g
、60℃で109gであり、塩化ナトリウムの溶解度は20℃で35.8g、60℃で37.1gである。これらの水溶液を20℃まで冷やしたとき、出てくる結
晶の量について正しく説明しているものはどれか。 （2026年 青森公立入試 類似）

1. 温度による溶解度の差が大きい硝
酸カリウムの方が、塩化ナトリウム
よりも圧倒的に多くの結晶が出てく
る

2. もともとの溶解度が小さい塩化ナ
トリウムの方が、硝酸カリウムより
も多くの結晶が出てくる

3. どちらの物質も温度を下げれば同
じくらいの割合で溶解度が減少する
ため、出てくる結晶の量はほぼ等し
い

4. 塩化ナトリウムは温度を下げても
溶解度がほとんど変わらないため、
硝酸カリウムよりも多くの結晶が出
てくる

問9 1.20gのマグネシウムをステンレス皿に取り、空気中で完全に酸化させたところ、2.00gの酸化マグネシウムが得られました。このとき、定比例
の法則に基づくと、反応したマグネシウムと酸素の質量比（マグネシウム：酸素）はいくらになりますか。最も適当な整数比を選択してくださ
い。 （2023年 青森公立入試 類似）

1. 2：3 2. 3：2 3. 3：5 4. 4：1

問10 自然界における炭素の循環を考えたとき、大気中の二酸化炭素を増やすはたらき（大気への放出）を行っている生物の範囲として、最も適切な
説明はどれですか。 （2023年 青森公立入試 類似）

1. 植物、草食動物、肉食動物、およ
び土中の微生物を含むすべての生物
が行っている

2. 自ら有機物を作り出すことができ
ない草食動物と肉食動物のみが行っ
ている

3. 有機物の死がいを分解する土中の
微生物（菌類・細菌類）のみが行っ
ている

4. 植物は光合成によって二酸化炭素
を吸収するため、大気中への放出は
一切行っていない

問11 二つのコイルを隣り合わせに重ねて配置し、一方のコイルには電池とスイッチを、もう一方のコイルには検流計をつなぎました。この装置にお
いて、一方のコイルのスイッチを閉じて電流を流し始めた瞬間、検流計を接続したコイルではどのような現象が観察されますか。理由とともに
正しいものを選びなさい。 （2023年 青森公立入試 類似）

1. 一方のコイルに流れる電流によっ
て磁界が変化するため、検流計の針
が一瞬振れる。

2. 二つのコイルは直接つながってい
ないため、検流計の針は中央から動
かない。

3. スイッチを閉じている間は磁界が
発生し続けるため、検流計の針は振
れたまま止まる。

4. スイッチを入れた瞬間にコイルが
帯電するため、静電気によって検流
計の針が小刻みに震える。

問12 1980年から2023年にかけて、マレーシアの輸出総額は約24倍へと急増しました。この期間の貿易構造の変化において、輸出額そのものは増大
しているものの、工業化の進展により輸出全体に占める割合（構成比）が相対的に低下している、アブラヤシを原料とする一次産品は何ですか
。 （2026年 青森公立入試 類似）

1. パーム油 2. 天然ゴム 3. 原油 4. スズ
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答え合わせ・解説

問1 答え 3

気体

物質は、周囲の温度がその物質の沸点よりも高いとき、気体の状態で存在するという性質があ
ります。窒素の沸点はマイナス196度であり、20度はそれよりも高い温度であるため、窒素は
気体となります。なお、物質の温度が融点より高く沸点より低い場合は液体となります。

問2 答え 3

4倍

オームの法則により、抵抗値が一定のとき、流れる電流は電圧に比例する。電圧を2倍（3.0V
から6.0V）にすると、流れる電流も2倍になる。電力は「電圧×電流」の積で求められるため
、電圧が2倍、電流が2倍になると、消費される電力は 2 × 2 ＝
4倍となる。このように、消費電力は電圧の二乗に比例して変化する性質がある。

問3 答え 1

名称は「宵の明星」であり、地球から見て金

星が太陽の東側に位置している。

金星が太陽の東側に位置しているとき、地球の自転によって太陽が先に西の地平線へ沈みます
。太陽が沈んだ後も金星はまだ地平線より上の空に残っているため、夕方の西の空で観測する
ことができます。これを「宵の明星」と呼びます。

問4 答え 1

実物と同じ向き（正立）で、物体を焦点に近

づけるほど像は大きくなる

焦点の内側に物体があるときにできる虚像は、常に実物と同じ向き（正立）の拡大像となりま
す。物体を焦点に近づけるほど、レンズを通る光の広がり方が大きくなるため、観察される虚
像の大きさはより大きく、位置はより遠くへ変化します。また、虚像は実際に光が集まってい
るわけではないため、スクリーンに映すことはできません。

問5 答え 2

空気中に浮遊している微生物が試験管内に侵

入し、デンプンを分解するのを防ぐため

空気中には目に見えない微小な微生物が多数存在しており、これらが有機物であるデンプンを
分解する性質を持っています。実験において、唾液などの特定の要因以外でデンプンが分解さ
れるのを防ぎ、実験の正確性を確保するためには、微生物の混入を遮断する必要があります。

問6 答え 3

空気（気体）、水（液体）、金属（固体）の

いずれの中でも伝わる。

音は物体が振動することによって発生し、その振動がまわりの物質を次々に揺らすことで伝わ
っていく現象です。この振動を伝える物質（媒介物）は、空気のような気体だけでなく、水の
ような液体、金属や木材のような固体であっても、それらが振動を伝えることができるもので
あれば音は伝わることができます。

問7 答え 1

仕事の原理

道具を使うことで、加える力の大きさを小さくすることは可能だが、その分だけ紐を引く距離
などの移動距離が長くなる。その結果、力と移動距離の積である仕事の大きさは、道具を使わ
ない場合と等しくなる。この関係を仕事の原理という。

問8 答え 1

温度による溶解度の差が大きい硝酸カリウム

の方が、塩化ナトリウムよりも圧倒的に多く

の結晶が出てくる

冷却によって出てくる結晶の量は、「高い温度での溶解度」と「低い温度での溶解度」の差に
よって決まる。硝酸カリウムは109gから31.6gへと溶解度が大きく減少するため、約77gもの
結晶が出る。一方で塩化ナトリウムは37.1gから35.8gへとわずか1.3g程度しか溶解度が変化
しないため、冷却によって得られる結晶は非常に少ない。このように温度による溶解度の変化
の違いが、再結晶の効率を左右する。

問9 答え 2

3：2

化学変化に関係する物質の質量の割合は常に一定であるという定比例の法則があります。1.20
gのマグネシウムが反応して2.00gの酸化マグネシウムになったとき、結びついた酸素の質量
は 2.00 - 1.20 = 0.80g と求められます。したがって、マグネシウムと酸素の質量比は
1.20：0.80 を簡単な整数比にして 3：2 となります。

問1
0

答え 1

植物、草食動物、肉食動物、および土中の微

生物を含むすべての生物が行っている

生態系を構成するすべての生物は、生命活動を維持するために呼吸を行っています。植物は光
合成によって二酸化炭素を吸収しますが、同時に呼吸によって二酸化炭素を放出もしています
。また、動物は食物から得た有機物を、微生物は死がいなどの有機物をそれぞれ呼吸によって
分解し、炭素を二酸化炭素の形で大気中に戻しています。

問1
1

答え 1

一方のコイルに流れる電流によって磁界が変

化するため、検流計の針が一瞬振れる。

電磁誘導は磁界が「変化」しているときにのみ発生します。スイッチを入れた瞬間、一方のコ
イルに流れる電流が0から一定の値へと変化することで、その周囲に生じる磁界も急激に変化
します。この磁界の変化がもう一方のコイルに伝わることで誘導電流が発生し、検流計の針が
動きます。電流が一定値で安定すると磁界の変化がなくなるため、針は中央に戻ります。

問1
2

答え 1

パーム油

マレーシアではかつて天然ゴムやスズの輸出が中心でしたが、その後パーム油の生産が拡大し
ました。パーム油は食品や洗剤の原料として世界的に需要が高く、輸出額自体は伸び続けてい
ますが、それ以上に工業製品の輸出が伸びたため、輸出全体に占める割合は低下傾向にありま
す。


